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症例は 38 歳男性。左中脳背側部の海綿状血管腫摘出術施行 4 ヶ月後に右上下肢に著明な動

作時振戦が出現、時間経過とともに増強した。術後 7 ヶ月より、服薬調整およびリハビリ

目的で回復期リハビリ病棟に入院とした。入院時、動作時振戦に加えて座位安静時の頭部

動揺を認め、立位・歩行には介助を要した。4 ヶ月間のリハビリ介入を経て、頭部動揺の

軽減と立位姿勢の安定化、歩行動作の改善を認めたが、右上下肢の動作時振戦は依然著明

であったことから深部脳刺激（DBS）を施行した。DBS 施行によって右上下肢の動作時振戦

に軽減を認め、その後のリハビリ実施によって右上肢動作、歩行器を用いた歩行が安定し

た。自宅復帰後には定期的に水中リハビリ、歩行リハビリを実施した結果、振戦の軽減と

歩行の安定性向上を認め、最終的に職場復帰に至った。本発表では、上記経緯に沿って実

施した姿勢計測、歩行および上肢運動時の動作解析の結果をもとに本症例の経過を整理し、

症状軽減に至った過程について報告する。 

 

 

 


